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国 際 アカデミー 特 別 委 員会

年 岡 裕 也
安 田　拓 司
浅 利　来 佳
中之薗　匡 伸
三 浦　隆 祐
林　　　美 奈
本 田　正 樹
石 﨑 　崇 義
岩 本　天 音
木 塚　勝 也
田 麦　　　勇
富 田　雄 詞
西 嶋　泰 成
村 井　勇 一
森 田　瑠 香
安 河　内 剛

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　福岡JCは、これまで多くの大会を開催してきました。1970年JCI福岡カンファレンス、1989年日本青年会議所全国
大会、2004年JCI世界会議福岡大会。その後福岡JCは、対外との関わりを強化するという活動よりもLOMの強化を
進め、福岡市と共にまちづくりとひとづくりを重点的に活動することが長く続いてきました。
　そして2020年度、福岡JCが開催地LOMとなり国際アカデミーを実施する運びとなりました。国際アカデミーとは、
日本青年会議所32年の伝統ある事業の一つで、世界約80ヵ国からNOM会頭候補者が、日本青年会議所メンバー約
100名と共に5日間寝食をともにする一大事業です。「相互理解を深めること」・「トレーニングの機会を与えて明日
のリーダーを育てること」・「JCIをより良く発展させること」・「恒久的かつ永久の世界平和確立に貢献すること」、こ
れら4つを目的として明日のリーダーを育てる事業です。この国際アカデミーを通じ、LOMメンバーに普段経験ので
きない多くの機会を創出します。そして、国際アカデミー実行委員会として関わる9委員会を束ね、実行委員長を中心
とした組織運営を行っていき、大会を成功へと導いていくだけではなく、福岡ブロックからの支援をいただきながら
過去最高の国際アカデミーを目指します。
　公開例会ではJCIが世界平和を達成するためにどのような活動をしているのか福岡市民の皆様にも知っていただ
き、今後の活動にご賛同いただけるような公開例会を行います。
　最後に、国際アカデミーを通じ、委員会メンバーは元よりLOMメンバー全員で福岡の素晴らしさを再考し、まちの
発展に何が必要かを協議し、世界中の仲間と友情を育む事業を実現いたします。そしてどんな時でも「笑顔」を忘れ
ることなく、主体的に行動する委員会運営を目指して活動していきます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□協議□協議□協議（国際アカデミー　開催地プログラム事業計画）
□討議□協議□協議□協議（国際アカデミー　特別モジュール事業計画）
□討議□協議□協議□協議（国際アカデミー　食文化体験プログラム事業計画）

□討議□審議□協議□審議（国際アカデミー　開催地プログラム事業計画）
□討議□審議□協議□審議（国際アカデミー　特別モジュール事業計画）
□討議□審議□協議□審議（国際アカデミー　食文化体験プログラム事業計画）

□討議□審議（10月度公開例会報告）

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第３エリア合同例会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

10月度公開例会実施

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

広報幹事

◇国際アカデミーにおける開催地プログラムの企画・実施
〈目的〉福岡の文化に触れていただくことで、国内外の志の高いメンバー同士の相互理解と連帯を深める機会へと繋げて

いくこと。
〈方法〉福岡市の歴史背景や福岡青年会議所が行ってきた運動が、どのように地域に根付いているのかを体感してもらう。

◇国際アカデミーにおける特別モジュールの企画・実施
〈目的〉グローバルネットワーカーとしてグローバリズムを学び、国際社会を牽引するリーダービジョンと資質を育成すること。
〈方法〉グローバルに活躍をされている講師による基調講演の実施。

◇国際アカデミーにおける食文化体験プログラムの企画・実施
〈目的〉国内外のデリゲイツに福岡の食文化を堪能していただくこと。
〈方法〉福岡ブロック協議会と共に、各地の名産品を駆使した食体験ができるブースを22ブース提供する。

◇公開例会の実施（10月）
〈目的〉福岡JCメンバーは基より福岡市民の方々にJCIが行っている活動を知ってもらい、JC活動にご賛同いただくこと。
〈方法〉JCI役員に講師としてお招きし、貧困問題にどのように青年会議所が取り組みをしているのかを理解してもらう講

演会の実施。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮

入会者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育
成する。

〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を
随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【挑戦】

□討議□協議（10月度公開例会計画）
国際アカデミー　開催地プログラム実施
国際アカデミー　特別モジュール実施
国際アカデミー　食文化体験プログラム実施

 
□討議□審議（10月度公開例会計画） 九州地区大会（出水）

□討議□審議□協議□審議（国際アカデミー　開催地プログラム事業報告）
□討議□審議□協議□審議（国際アカデミー　特別モジュール事業報告）
□討議□審議□協議□審議（国際アカデミー　食文化体験プログラム事業報告）
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キ ッ ズ ア カ デ ミ ー 委 員 会

中 原　壮一朗
伊 藤　愼 吾
藤　　 浩 史
古 野　稔 幸
松 本　　大
河 野　将 侑
大 嵜　康 祐
大 場　雅 昭
草 野　裕 紀
小 泉　太 一
橋 本　　剛
村 岡　祐 輔
本 園　和 大

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　我が国は現在、人口減少、超高齢社会という社会課題を向かえる中、福岡市は人口増加や若者が締める人口の割
合も高く、更なる発展の可能性を秘めています。そんな中、子どもを取り巻く教育環境は、大きな変革期を迎えてい
ます。2020年より新学習指導要領により外国語を学ぶ機会が一新され、現在の5、6年生対象で行われている外国
語活動を3、4年生が行うこととなり、5、6年生は英語が正式教科になります。また、プログラミング教育が必須とな
ります。更に、大学センター試験も廃止され、主体的に、能動的な教育へと改革が行われます。
　未来を担う子どもたちは、社会のタカラであります。豊かな人間性を育むことによって、数十年後に広い視野をも
ち、多様な価値観の基、社会を牽引していく大切な人財であります。
　当委員会では、昨年より行ってきたキッズJAYCEEを継承し、第二期生の募集を行います。我々JAYCEEが行う「明
るい豊かな社会の実現」を、国際アカデミーの機会を活用し、キッズJAYCEEに体感してもらうことにより国際の機会
を提供していきます。
　そして、開催地LOMとして国際アカデミーを実施できる機会を誇りとし、これまでの学校訪問プログラムとは全く
違う、「これぞ福岡JC」と言われるような設営を行うことにより、海外デリゲイツに、日本の「OMOTENASHI」を感じ
てもらいます。同時に、受入れ小学校の児童、先生、保護者にも「日本のこころ」を大切にすることを考えさせつつも、
多くの経験を提供していきます。
　委員会メンバーには、事業を通じて同じ目標に向かって取り組んで挑戦していく中で、本気で語り合い、メンバー
自身の成長へと繋げ、一生の絆が結んでいける委員会運営を行って参ります。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□審議□協議□審議（事業計画）
□討議□審議□協議□審議（学校訪問プログラム事業計画）

□討議□協議□協議□協議（事業計画）
□討議□協議□協議□協議（学校訪問プログラム事業計画） 京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第３エリア合同例会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

全国大会（札幌）24-27日

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇国際アカデミーに関する学校訪問プログラムの企画・実施
〈目的〉自国との違いを感じていただき相互理解を深め、国際人の育成に繋げていくこと。

〈方法〉「OMOTENASHI」の心で、海外デリゲイツと日本の小学生の交流を図る機会を提供する。

◇キッズJAYCEE第二期生の募集と育成に関する事業の企画・実施
〈目的〉未来を創っていく子ども達が、数十年後に個性を磨き続けていける大人へとなれる礎を築くこと。
〈方法〉キッズJAYCEE第二期生を募集し、成長の機会の提供を実施する。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮

入会者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育
成する。

〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を
随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【未来（あした）のために】

キッズアカデミー委員会事業実施
国際アカデミー　学校訪問プログラム実施

九州地区大会（出水）

□討議□審議□協議□審議（学校訪問プログラム事業報告）

□討議□審議□協議□審議（事業報告）

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日



室 長
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未  来  の  カ  タ  チ  室

戸 嶋　太 一

●基本方針
　福岡青年会議所は67年という歴史の中で、FUKUOKAのまちの未来を描くと同時に、メン
バーの自己成長を実現し、「まちづくり」と「ひとづくり」の両輪で活動を行ってきた団体です。そ
して福岡JCしかなかった時代から、福岡JCもある時代に変化してきた現在、この両輪をさらに
大きなものにし、福岡JCの存在感を高めていくことが必要不可欠であります。
　未来のカタチ室では、昨年に引き続きIR（統合型リゾート）について、さらに深くそしてより具
体的に発信することによりインバウンドを通じたFUKUOKAの可能性を発信する「まちづくり」
に関する活動、JC運動の根本であるJCI Mission・JCI Visionの浸透を通じ、メンバーならびに未
来ある若者をはじめとするこのまちの人々へ意識変革という波及効果をもたらす「ひとづくり」
に関する活動、その両輪で事業を展開してまいります。
　福岡JCでしか成しえない事業を通じてまちを動かしていくことで、このFUKUOKAのまちの明
るく豊かな「未来のカタチ」をこの１年を通じてしっかりと発信していき、福岡JCの存在感を高
める活動を行ってまいります。
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FUKUOKAビジネス発信委員会

金 海　安州之
本 村　　大
浜 﨑　大 吾
二 塚　征 爾
坂 田　裕 之
右 近　将 司
岡 部　英 信
城 戸　崇 吉
谷 川　進 也
豊 島　　知
古 澤　正 博
森 井　大 輔
吉 岡　寛 昭

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　福岡市は人口増加数増加率全国１位、クル－ズ船寄港回数4年連続日本一と近年著しく発展傾向にあります。空港
から市の中心部まで地下鉄でわずか10分足らずでアクセスすることができる都市は世界中の都市を見渡しても福岡
だけです。さらに福岡市はアジアのリーダー都市の実現に向けて福岡の成長を牽引する観光・MICE･都心部機能強
化の推進と企業を呼び込むスタートアップ都市づくりを掲げ、経済的側面での成長も進めています。
しかしながら、向こう15年を考えたとき、日本全体の傾向と同じく、人口減少や生産人口割合の著しい低下にともな
う高齢化社会の到来は避けられない現実があります。成長を続けている福岡市だからこそ、この高齢化社会の社会
保障維持を継続するためにも、福岡の恵まれた環境を生かした新たな成長エンジンの検討と創出が必要です。
　福岡市の経済政策により天神や博多の再開発は進んでおり、国際都市への発展が加速していきます。MICEに関
してもウォーターフロント地区に二期展示場が出来る計画が動き出し、世界的な会議の実施も現実味を帯びてきま
した。しかし、開発を行う魅力を高めるためには更なる福岡の街の価値創造が求められています。福岡市が世界の
都市に名を連ねるには、潜在能力の高い食文化、発展し続ける経済に加え、世界的会議に実施を実現するべく、
ショーやカジノを含むエンターテイメントの融合による数千億の経済効果を生み出すインバウンド政策としてIR（カ
ジノを含む統合型リゾート）誘致が大きく注目されています。
　当委員会ではIR誘致をはじめとしたインバウンド政策に関わる調査研究を行い、IR誘致に対する今後のあり方を
広く発信します。また、福岡のまちの人が持つIR＝カジノといったマイナスイメージを含めたデメリットと、IRがもたら
すメリットをしっかりと伝え、正しく理解していただくために広く対外に発信します。JCという立場だからこそ、昨年
「IRを九州に」とまちに提言したように行動に移せる最大の強みを生かし、FUKUOKAの未来のあり方を青年らしい
視点で発信します。
　そして、委員会メンバーが公開例会や事業を通じて、同じ時間を共有することで深い絆が生まれ、１年間一分一秒
無駄にせずに委員会メンバー全員が成長したと実感できるような1年にします。その成長と深い絆こそが未来への懸
け橋となるような委員会運営を行います。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

4月度公開例会実施

FUKUOKAビジネス発信委員会事業実施

□討議□審議□協議□審議（エクスカーション計画）
□討議□審議□協議□審議（事業計画）
□討議□審議（4月度講師公開例会計画）

□討議□協議□協議□協議（エクスカーション計画）
□討議□協議（4月度講師公開例会計画）
□討議□協議□協議□協議（事業計画）

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第３エリア合同例会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇国際アカデミーに関するエクスカーションの企画・実施に関する事項
〈目的〉国内外のデリゲイツが体験を通じて、JCの仲間との相互理解を深めること。
〈方法〉福岡第3エリアとともに、福岡県ならではの文化の魅力と福岡県が世界に誇れるビジネスを知ってもらう為のエク

スカーションの実施。
◇インバウンドを通じたＦＵＫＵＯＫＡの可能性の立案に関する事業の企画・実施
〈目的〉未来の福岡の発展に寄与する新しい福岡の原動力の発掘をすること。
〈方法〉国内外を問わず他都市事例研究、有識者へのヒアリングを行う。また過去事業のIR提言事業の行政と各経済団

体への波及効果を調査し、具体的なインバウンド政策を示す事業の実施。
◇公開例会の企画・実施（4月）
〈目的〉IR（統合型リゾート）誘致等のインバウンド政策に対する対内・外の意識の醸成を行うこと。
〈方法〉インバウンド政策に精通した有識者を講師として招き、IRを含むインバウンドに関する正しい知識と魅力につい

ての講演。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮

入会者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育
成する。

〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を
随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【可能性への挑戦～挑戦する楽しさと喜びを～】

国際アカデミー　エクスカーション実施
□討議□審議□協議□審議（事業報告）

□討議□審議（4月度講師公開例会事業報告）

九州地区大会（出水）

□討議□審議□協議□審議（エクスカーション事業報告）



-  22 -

JCIミッション・ビジョン推進委員会

榎 本　淳 一
阿 部　健太郎
藤 木　慎 一
千 代　和 明
伊 達　高志郎
小 林　大 介
上 原　慶 介
甲 木　正 孝
黒 川　悠 子
後 藤　雄 治
白 石　悠 祐
髙 田　周 平
鳥 巣　栄三郎

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　福岡JCは戦後間もない時代から67年間という長い歴史の中で事業を通して、福岡に貢献し、「まちの発展」と「福
岡JCメンバーの成長＝ひとづくり」に繋げてきました。しかし、現在において福岡にはJC以外にも親睦団体や慈善団
体が多数存在し、様々なイベントなどでまちを盛り上げてくれております。今までのFUKUOKAのために動く団体が、
福岡JCしかなかった時代から、福岡JCもある時代へと変化をいたしました。
　これからも我々福岡JCが存在感を示しFUKUOKAの発展に寄与し続けていくためには、JCにしかできない「ひと
づくり」に注力し、他団体と一線を画しながら新たな形で貢献していかなければなりません。
　当委員会ではこれを好機にJC運動の根本である「JCI Vision=若き能動的な市民の主導的なグローバルネットワー
カーになること」、そしてVision達成のための「JCI Mission＝未来を創る、まちの若者たちに発展・成長の機会を与
えること」の理念の下、JC運動から起こる、人の意識変革の波及効果に重点をおいた事業を実施し、JCがもつ豊か
な社会を創るべく社会開発（CD）の機会を、メンバーだけではなく、市民の皆様、特に未来ある若者に対して従来の
「参加型」から、市民一人ひとりがまちづくりの担い手ということを意識付け、ヒトづくりのターゲットとして機会を与
える活動を行い、「参画型」へと移行することで、まちのために動く能動的な市民を作ることを目指していきます。そ
して未来ある若者に我 と々同じような志を持ってもらうことでよりよいFUKUOKAのまちづくりに貢献していくことを
目指していきます。
　最後に委員会メンバー全員がJCI Mission・JCI Visionを理解し、国際アカデミーという機会とひとづくりを行う事
業を通してメンバー同士が絆を深めながらまちの未来のために率先して行動していくことで、これからの福岡JC、
FUKUOKAのまちを担う人財を育て、互いに成長できる委員会運営を実施いたします。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□協議□協議□協議（ウェルカムパーティ計画）

□討議□審議□協議□審議（ウェルカムパーティ計画）
□討議□協議□協議□協議（事業計画）

□討議□審議□協議□審議（事業計画）

ヤングJAYCEE第ニ期生募集開始

□討議□審議□協議□審議（事業報告）

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第３エリア合同例会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇国際アカデミーに関するウェルカムパーティ（国内外）の企画・実行
〈目的〉国内外のデリゲイツが福岡のおもてなしの魅力を感じていただくこと。
〈方法〉福岡ならではのおもてなしを設えたウェルカムパーティの実施。

◇ヤングJAYCEE第二期生の募集と育成に関する事業の企画・実施
〈目的〉未来のＦＵＫＵＯＫＡの担い手となる若者と協同で事業を行うことにより、まち作りに率先して動く気持ちや気概

を持つキッカケを与える。
〈方法〉ヤングJAYCEE第二期生を募集し、若者たちと協同で事業を行う。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮

入会者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育
成する。

〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を
随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【生涯の出会いを】

ＪＣＩミッション・ビジョン委員会事業実施
国際アカデミー　ウェルカムパーティ実施

□討議□審議□協議□審議（ウェルカムパーティー事業報告）

九州地区大会（出水）
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コ ド モ の 未 来 創 造 室

吉 田　悠 二

●基本方針
　未来を担う子どもたちを取り巻く環境は、今急速に変わろうとしています。これまでの知識型
の教育から、自分で考え、自分で未来を切り開く力を養わなければならない時代へと変化をし
ようとしています。今までの教育は“みんな同じ”を大事にして個性を消してしまう恐れがありまし
た。果たして、私たち親世代がこの変化に対応する準備はできているでしょうか。また、子どもた
ちが自分たちの未来を考えるきっかけをしっかりと与えることができているでしょうか。
　子どもが育つ環境を整えることは、それを取り巻く大人たち、つまり親や学校、地域社会の役
割です。我々大人が、子どもたちの未来のために今しなければならないこと、子どもたちに生き
る力を与えることが必要となってきます。
　「コドモの未来創造室」は子どもたちの未来のために、そしてわたしたちのまちFUKUOKAの
未来のために、子どもたちが未来を創造するだけでワクワクするような福岡JCならではの事業
を構築し、実施します。
　また、福岡で初開催となる国際アカデミーにおいては、ウェルカムパーティー、ホームステイ、
フェアウェルパーティーと3つの主要なセクションを担当します。入口から出口まで真心を込め
た設えを施し、中身のホームステイでは地域社会であるホストファミリーと連携を図ります。
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子 育 て 環 境 創 造 委 員 会

堤 祐　一 郎
石 川　眞 弥
和 田　義 一
尾 花　一 樹
原 誠　一 郎
安 部　亮 二
岩 本　壮一郎
大 場　康 弘
城 戸　一 寿
庄 島　健 泰
馬 場　寛 幸
正 岡　　憲

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　子どもたちは次の世を創り、そして担っていく存在であり、子どもたちの成長は我が国の未来に直結していくもの
であります。団塊ジュニアと呼ばれたベビーブームを最後に出生数が年々減少していく中、2018年には91万人、
2019年には90万人を割れることも予想されています。この貴重な日本の子どもたちをどう育てていくのかということ
はこの先の大きな課題です。昨今、取り沙汰されているいじめ問題・虐待問題は大きな懸念ではありますが、それは
表層に過ぎず、子育て環境を考える中で、教育環境、家庭の環境、社会の環境、多岐ににわたる項目にその要点が
存在しているものと考えます。
　委員会としてまずは、現状の子育てを取り巻く諸問題のデータや、その現場で日々向き合っておられる方々からヒ
アリングを行う等、しっかりと調査研究を行います。また、どのようなアプローチが子育て環境の改善につながって
いくのかなど、委員会で立てた仮説に基づいた事業の実施が必要だと考えます。
　福岡ＪＣとして、子を持つひとりの親として、福岡で育っている子どもたちの未来が明るいものとなるようにアクショ
ンを起こしていきます。
　また、福岡で初めて開催される国際アカデミーに関しましては、ホームステイとフェアウェルパーティーの設営を担
当いたします。このめったにない機会を使って「福岡の家庭」にいかにして国際交流のインパクトを与えていくのか。
ここにテーマをもって取り組んでいきます。
　最後に、足元部分、土台部分に対していかに労力を賭していくのかというのは、限られた時間の中でやっている
ＪＣをもっとも効果的に自分へ還元できる方法であると考えます。１年間という期間の中で、数多くの経験を得ること
ができ、いかに友情を育み、各々が自分の器を広げていけるか、そして、今当たり前にやれていることは、誰かの創っ
た土台の中でできているという認識をもてた時、感謝の有り様や次の行動に大きな変化をもたらすものです。ＪＣで
やったことは実社会に生かせるものばかりで、それを信じて1年間を実りあるものにしていきます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

こども環境創造委員会事業実施

□討議□審議□協議□審議（ホームステイ計画）
□討議□審議□協議□審議（フェアウェルパーティー計画）
□討議□審議□協議□審議（こども環境創造委員会事業計画）

□討議□協議□協議□協議（ホームステイ計画）
□討議□協議□協議□協議（フェアウェルパーティー計画）
□討議□協議□協議□協議（こども環境創造委員会事業計画）
ホストファミリー募集開始

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第３エリア合同例会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇国際アカデミーに関するホームステイの運営に関する事項
〈目的〉国外に対して福岡の魅力の発信に加え、市民に対しては国際感覚の醸成に資すること。
〈方法〉海外デリゲイツが日本人の実生活を体験できるようなホームステイの実施。

◇国際アカデミーのフェアウェルパーティーの企画・実施に関する事項
〈目的〉対内に対し国際の意識を醸成するとともに、対外へ福岡の魅力を発信すること。
〈方法〉海外デリゲイツと市民との一期一会を、より一層印象づけることができる設えの提供。

◇日本と世界の子育て環境に関する調査・研究及びその発信に関する事業の企画・実施に関する事項
〈目的〉現状の子育てに関する問題点を明確にし、その改善を社会に対し発信し改善していく一助となること。
〈方法〉子どもを取り巻く大人たちに対し、子を育てに関しての熟思をする機会の提供。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮

入会者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育
成する。

〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を
随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【隗より始める】

国際アカデミー フェアウェルパーティー実施

九州地区大会（出水）

□討議□審議□協議□審議（フェアウェルパーティー事業報告）

□討議□審議□協議□審議（こども環境創造委員会事業報告）
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こ ど も 環 境 創 造 委 員 会

岩 元　一 晃
原 　   翼
福 島　　卓
本 竹　真 徳
辻　　亮 一
高 見　慎 也
川 嶋　優 介
秋 吉　智 博
岩 切　拓 也
末 若　憲 治
徳 本　光 宏
平 野　正 紀
吉 村　幸 一

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　子どもは国の宝。次代を担う子どもたちの成長こそがこの国の成長そのものなのです。しかし内閣府の調査による
と約80万人が、求職活動を行わない、自分に自信がない、やりたいことが見つからない、働く意味が分からない等の
理由で、いわゆるニート状態にあります。
　刻 と々技術が進歩する時代の中で、新しく生まれる職業もあれば無くなる職業があると取り沙汰されています。そ
こで、そもそも「働く」とは何なのか、「生きる」とは何なのか、ということに着目し、自分自身の将来を思い描いてい
く過程の中で、理想と現実の狭間で揺れ動く世代の中高生を対象とし、現実社会に渦巻く問題の調査研究を綿密に
行い、子どもたちが将来、意欲的に自分自身の未来を「人のために」「人を楽しませるために」「人に感謝されるため
に」生きていきたい、働きたいと感じてもらえるような事業構築をしていきます。
　また、福岡で初めて開催される国際アカデミーにおいては海外デリゲイツのみのウエルカムパーティーには日本ら
しさを盛り込み、海外デリゲイツには日本の文化に触れて喜んでもらえるような設営をしていきます。
　最後に、限られた時間の中で今しかできないこの一瞬のJCをメンバー一人ひとりにとってかけがえのないものとな
るように一致団結し、目標に本気で向き合うからこそ各々が成長を実感でき、一生の友となれるような委員会運営を
行なっていきます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□協議□協議□協議（ウエルカムパーティー計画）

□討議□審議□協議□審議（ウェルカムパーティー計画）

□討議□協議□協議□協議（事業計画）

□討議□審議□協議□審議（事業計画）

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第３エリア合同例会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事
◇国際アカデミーに関するウエルカムパーティー（国外）の企画・実施
〈目的〉海外デリゲイツの来福の歓迎及び国際アカデミーに対する機運を向上させること。
〈方法〉言語の壁を越えたコミニケーションツールとして音楽を用い、五感を通して楽しみながら交流が図れる空間の創出。

◇こどもたちに自分の未来を考えるきっかけを与える事業の企画・実施
〈目的〉世界中どこを探しても見つからない、たった一人の『自分』という可能性と働くということを感じ、自分の意思で目

標を持ち、自分の人生を歩み、人のために行動することができるような人となるきっかけを与えること。
〈方法〉「働く」目的の三段階（不自由さの解決から働くことが始まり、帰属への欲求、そして自己実現へと展開）をテー

マに、全2回の事業の実施。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮

入会者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育
成する。

〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を
随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【本気でENJOY～どうせやるなら本気でやろう。本気でやるからこそ楽しめる～】

こども環境創造委員会第2回事業実施
国際アカデミー　ウェルカムパーティー実施

こども環境創造委員会第1回事業実施

こども環境創造委員会第3回事業実施 九州地区大会（出水）

□討議□審議□協議□審議（ウェルカムパーティー事業報告）

□討議□審議□協議□審議（事業報告）
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地 域 連 携 室

加 地　大 希

●基本方針
　近年、福岡には同世代の親睦団体、慈善団体が数多く存在し、まちのために動く団体が「JCし
かない時代からJCもある時代」と言われる状況にあり、改めて福岡JCの相対的影響力の低下を
真摯に受け止め、運動の在り方、組織の在り方を見つめ直す必要があります。
　一方、1953年に設立され、先輩たちの熱い情熱と勇気によって紡がれてきた67年という運動
の歴史が確かなものであるからこそ、何かやってくれるかもしれないと、まちに期待されている
のも事実です。
　だからこそ、我々の本来あるべき姿である黒子的立場で、今まで以上に他団体や行政・地域
と連携して運動を展開することが、福岡JCの存在意義を確立することに繋がり、まちに「誰かの
ために」の輪を広げることができるとともに、福岡JCを多くの方々に知ってもらう機会になると
考えます。
　本年度、「地域連携室」では、JCIミッション・ビジョンに基づき、多くのひとと出会い、多くのひ
とを巻き込みます。また東京オリンピック・パラリンピックに関わる事業を通じて、地域の沢山
の行事を通じて、グローバルな視点を持った、グローカルな人財を輩出していきます。自分たち
だけの成長で終わるのではなく、同じ想いをもった全てのひとが成長し、ともにまちを動かすこ
とができる、我々が目指す明るい豊かな社会に向けた実りある一年にします。
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広 域 開 発 委 員 会

奥 膳　和 時
諸 岡　久 司
金 子　宗 司
親 川　広 志
松 岡　慎 治
倉 掛　裕 輔
川 口　　光
向 野　貴 之
新 家　正 久
藤 瀬　康 司
宮 崎　祥 平
山 下　宏一朗
横 田　銀 次

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　福岡市は都市環境や豊かな食文化に加え、道路や鉄道などの都市基盤、公共交通ネットワークの充実、都市機能
の集積などにより、国内外から評価されている都市へと成長を遂げました。福岡が成長する中で、まちのために活動
する団体も増え、福岡JCの影響力の低下を真摯に受け止めていかなければなりません。中心部だけでなく、視野を広
げて地域問題を解決していく方法が不足しているからこそ、JCの意義はあります。民間・地域コミュニティ、NPO、行
政などと連携を図ることで地域に活力を与え自主的に行動する機会を提供していくことをめざしていきます。
　また、福岡で開催される広島JCとの定期交歓会、北九州JCとの交流を通して、メンバーの皆様には、広い視野をも
ち、幅広く物事を捉え、今後のJC活動に活かせる情報交換となる場となるようメンバー一丸となり設営して参ります。
　最後に、広域開発委員会では他団体・民間・他LOMとの連携を強化することによって福岡JCが成長し、また必要
とされ、お互いを尊重しあえる仲間となれるよう励んでいきます。そして、委員会メンバーにはこれからの福岡JCの未
来を担う存在となるべく、率先して機会を求め、視野を広げ行動し、そして事業を通じ福岡JCとFUKUOKAの発展の
一翼を担う人財へと成長できるよう努めます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□協議□協議□協議（事業計画）

□討議□協議□協議□協議（事業計画）

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第３エリア合同例会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇地域問題の調査研究及び地域との連携強化推進となる事業の企画・実施
〈目的〉福岡市郊外での民間・団体・行政との連携を強化し、同地区の発展に寄与すること。
〈方法〉福岡市郊外の地域問題を調査研究及び有識者へのヒヤリングを行い、地域との連携強化に努め、地域が能動的

になるような事業を展開する。

◇広島JCとの交流に関する事項
〈目的〉福岡で行われる広島定期交換会において、友好ＪＣである広島ＪＣとの交流を図ること。
〈方法〉懇親会やゴルフを通し懇親を深め今後のＪＣ活動に生かせる情報を交換し、さらなる友情を育む場となるように

設営する。

◇北九州ＪＣとの交流に関する事項
〈目的〉友好ＪＣである北九州ＪＣとの交流を図ること。
〈方法〉懇親会を通し、ＪＣ活動に生かせる情報を交換し、さらなる友情を育む場となるように設営する。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮

入会者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育
成する。

〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を
随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【後方支援】

広域開発委員会事業実施 九州地区大会（出水）

□討議□審議□協議□審議（事業報告）
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メンバーシップ 推 進 委 員 会

石 坂　泰 三
中 野　篤 志
中 村　泰 治
田 雑　嘉 貢
南　　枝 里
池 田　祐一郎
秋 吉　由 紀
君 嶋　栄 二
坂 本　満 康
左 近　春 香
竹 森　優 樹
立 川　玲 奈
若 杉　朗 仁

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　福岡は今やアジアのGATEWAYとして、世界からも注目されるまちにまで発展してきています。県内客、県外客、訪
日外国人の観光目的、ビジネス目的客数の合計客数がH26年から一億人を超え、訪日外国人だけでもH29年からは
600万人を超えH28年から比べると2倍近くの伸びを示しています。
　そして日本は高齢化が進んでおり、人口の約28%が65歳以上という現状があり、今後ますますこの数字は上がって
いきます。20年後には日本の総人口が1億2,000万人を下回り、40年後には１億人を切ると予測されています。人口が
減少していけば、消費も減り、近い将来日本だけで経済を回していくことがとても難しくなっていくと予想されます。
　そこで重要になっていくのが、日本に来る観光客や外国人労働者なのだと思います。そのために福岡JCとして、変
わりゆく経済、環境に臨機応変に対応していく力が、今後さらに必要になってくるのです。これからは外の世界を学
び知り、福岡のまちをよりよく発展させていくことこそが私たちのこれからの使命ではないでしょうか。
　今年度、福岡JCが国際アカデミー開催地LOMとなります。そこで、当委員会はLOMの結束を強固なものにしていく
ことはもちろん、福岡だけをみるのではなく、国際アカデミー実行委員長並びに出向者を支援するという機会を通し、
新たな挑戦を恐れず、今後は日本、世界に目を向け、JCに所属しているからこそ出会える日本、世界のJCメンバー、そし
て経済人の方々たちとのネットワークを作りコミュニケーションをとっていくことで、多種多様な意見を自分自身に吸
収していくことを第一に考え行っていきます。そして福岡JCの皆様にもその経験を伝えていくことで、FUKUOKAの今
後のあるべき姿が見えてくるのだと確信しています。まずは私たちの委員会が率先して動き経験し、さらなる福岡JC一
人ひとりの成長のため、そして福岡の人の成長、まちの発展のために多くの外の世界を肌で実感し行動していきます。
　最後に、福岡JCの一人のメンバーとして、人の気持ちに立ちメンバーシップを大切にしていくことはもちろん、家族、
会社、社会に恥じぬような活動を行い、福岡JCがこれから先も必要とされる団体に成長していくために、そして今後
の福岡JCのメンバーシップの在り方を考える第一歩として、委員会メンバーと邁進してまいります。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

入会1周年のお祝い事業

JCIトレーニング
北九州JC定期交歓会

入会1周年のお祝い事業
広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

入会1周年のお祝い事業

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇国際アカデミー実行委員長・役員出向者の国内支援
〈目的〉国際アカデミー実行委員長並びに役員出向者が、円滑に活動することが出来る環境を提供し、LOMに発信すること。
〈方法〉すべてのスケジュールを把握・同行しサポートを行い、LOMメンバーに活動内容の発信を行う。また福岡で委員会

が行われる際の会場設営を行う。
◇サマーコンファレンス・世界会議（横浜）に関する出向者の支援及びLOMナイトの設営・実施
〈目的〉サマーコンファレンス、世界会議の際の出向者の支援、並びにサマーコンファレンスでのLOMナイトでは出向者の慰労

をし、さらなるLOMの結束を図り、そして世界会議のLOMナイトの設営を通して、福岡JCメンバーの結束を図ること。
〈方法〉サマーコンファレンスLOMナイトでは出向者全員にスポットが当たる設営を行う。世界会議では多くのメンバーに

LOMナイトに参加していただくために、メンバーが来たくなる設営を行う。
◇JCIトレーニング受講に関する事項
〈目的〉JCIトレーニング受講の機会をLOMメンバーに与え、モチベーションを向上させること。
〈方法〉福岡の地でJCIトレーニングを行う。
◇入会１周年のお祝いに関する事項
〈目的〉1周年を迎えるメンバー（同期会）をLOMメンバー全員でお祝いし、今後の活動の活力にしてもらうこと。
〈方法〉1周年を迎えたメンバーにスポットをあてることはもちろん、LOMの結束を強くするために全メンバーが有意義な

時間を過ごせる設営をする。
◇香港シティJCに関する事項を含む国際の機会に関する事項
〈目的〉香港シティJCとの親睦を深め、関係をさらに強めること。
〈方法〉オールメンバーの際のアテンド、そして香港シティJCの周年事業参加を行う。
◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮入会

者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育成する。
〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を

随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【福岡から日本、そして世界へ】

九州地区大会（出水）
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拡 大 推 進 委 員 会

阿 部　俊 幸
吉 村　　稔
中 村　正 史
板 谷　和 樹
成 富　崇 智
西 口　昌 宏
池 尻　将 悟
石 田　光 彦
入 江　幸 治
武 本　一 利
日 野　修 治
脇 野　洋 一
渡 辺　精太郎

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　近年、後継者不足、少子高齢化等の様々な社会情勢の中、福岡JCの会員数は過去6年間停滞傾向にあります。
単年度制であるJCの中で、会員拡大は、中長期的なビジョンで推進する必要性を感じています。中長期的な会員拡
大を推進できる福岡JCの体質を作るため、まずは現会員の意識改革、『会員拡大は全員で行うものである』を根付
かせます。また、ぼうふら会、じゃがいもクラブを中心に趣味を通じて先輩との親睦を深め、さらには拡大情報をい
ただけるような関係づくりを促進して参ります。
　会員拡大の意義とは、新しい躍動感溢れる力が加わる事で、組織としてより一層活性化します。新たなメンバーと
の出会いは、私たちに無限の可能性や多様な価値観、様々な機会を与えてくれます。その意義を全メンバーで共有し、
日々のＪＣ活動に誇り持って会員拡大を進めていきます。
　最後に委員会メンバー全員で与えられた役割を認識し、目標を共有することで一致団結します。所務を全うする
中で、自身の器を拡げ、JC活動で得た経験を会社や実社会で活かし、一人ひとりが成長を実感できるようにサポート
致します。限りある大切な時間にメリハリを付け、一生の友となれるよう信頼と友情で繋がれた委員会を作ります。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

京都会議16-19日
第2回拡大推進会議

第3エリア合同例会
第3回拡大推進会議
第1回ぼうふら会

第1回拡大推進会議t

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）
第6回拡大推進会議
第2回ぼうふら会

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第4回拡大推進会議
第1回じゃがいもクラブ

北九州JC定期交歓会
第5回拡大推進会議

広島JC定期交歓会、オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）、香港シティJC周年
第7回拡大推進会議、第2回じゃがいもクラブ

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日
第8回拡大推進会議

全国大会（札幌）24-27日
第10回拡大推進会議
第3回じゃがいもクラブ

第11回拡大推進会議t

世界会議（横浜）3-7日
第12回拡大推進会議
第4回ぼうふら会

卒業生を送る夕べ
第4回じゃがいもクラブ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇会員拡大の推進
〈目的〉福岡JCの更なる発展のため、会員拡大を行うこと。※拡大目標100名
〈方法〉LOMメンバー全員に会員拡大の重要性を発信し、拡大対象者に対し福岡JCの魅力を伝えていく。また拡大推進会

議を毎月行い、会員拡大の進捗管理を行なう。

◇拡大パンフレット一新に関する事項
〈目的〉福岡青年会議所の活動を分かりやすく伝え、興味を持ってもらうこと。
〈方法〉今の時代背景に合わせ、掲載するコンテンツをより旬な物に変更し、現役メンバーの活動の生の声を掲載する。

◇じゃがいもクラブの設営・運営
〈目的〉シニアメンバーと現役メンバーが趣味を通じて親睦を深めること。
〈方法〉会長、キャプテンと連携し、会の運営が円滑に進むようにサポートする。

◇ぼうふら会の設営・運営
〈目的〉シニアメンバーと現役メンバーが趣味を通じて親睦を深めること。
〈方法〉会長、キャプテンと連携し、会の運営が円滑に進むようにサポートする。

◇香港シティJCに関する事項を含む国際の機会に関する事項
〈目的〉香港シティJCとの親睦を深め、関係をさらに強めること。
〈方法〉オールメンバーの際のアテンド、そして香港シティJCの周年事業参加を行う。

◇研修に関する事項
〈目的〉仮入会者への指導・研修において、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育

成する。
〈方法〉会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す中で、JCの原理原

則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【原点回帰】

□討議□協議□協議□協議（拡大パンフレット事業計画）

□討議□協議（拡大パンフレット事業計画）

□討議□審議□協議□審議（拡大パンフレット事業計画）
九州地区大会（出水）
第9回拡大推進会議
第3回ぼうふら会
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ヒ ト 継 承 室

松 岡　将 史

●基本方針
　福岡JCは戦後祖国の復興を願い発足し、67年間の歴史の中で多くの人財を継続的に輩出し
てきました。また、世代は違えど同じJAYCEEである諸先輩方との繋がりにより、強固な福岡JCを
作り上げてきました。
　しかしながら、時代が進めばこのまちを形作る構成要素及び青年個々人の物の考え方も変わ
り、それに呼応するようにJCの相対的影響力及び存在意義も常に変化しています。またこの変
化が1,500名を超える特別会員との繋がりの希薄化を招く一因となっているのではないでしょうか。
　特に近年はこの変化が激しく、自らを革新すべき転換期へと差し掛かっています。この状況
を悲観するのではなく、JAYCEEそして福岡JCの組織としての存在意義を見つめ直すチャンスで
あると捉えましょう。
　ヒト継承室は、確たる存在意義を持ったJAYCEEを育て上げると同時に既存メンバーにもモ
チベーションを与えられるような研修事業を実施します。また40歳で卒業という尊さを今一度
見つめ直し、その尊さがメンバー自身の成長に繋がり、永遠の友ができるよう運動を展開しま
す。さらに、先人達のネットワークという財産を更なるメンバーの機会にできるような運動を行
います。
　JAYCEEしての入口から出口、そして卒業後の繋がりを一気通貫で作り上げることによって、
「生涯JAYCEE」として社会一般で通用する人財を作り上げることがより魅力的な福岡JCとなる
ことを信じ、一年間邁進してまいります。
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親 睦 委 員 会

石 﨑　裕 一
永 露　伸 之
有 岡　竜 則
諸 永　典 彦
小 柳　祐 貴
馬 場　秀 一
隈 健　太 郎
小 杉　　達
藤 　 　壮 一
三 角　純 康
村 瀬　浩 司
本 村　亮 道
龍　　紀 昭

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　JC活動において人との出会いこそが、自分を大きく成長させるきっかけの一つになります。人と人との出会いと交
流がなければ、何も生まれません。様々な人と関わることにより自分自身の価値観を広げ、新しいことに出会い成長
へとつながっていきます。諸先輩の方々からつないできた歴史の一つ「オールメンバーの集い」は、他では得難い多
くの学びや気づきを得るチャンスなのです。シニアメンバーとの関わりを通じて、見聞を深め、強い人脈を作ることこ
そが自分の成長の糧となります。一人でも多くのつながりができるように設営を行って参ります。
　また、福岡JC最後の事業である「送る夕べ」は「全国大会(札幌)LOMナイト」から一貫性をとおした設営を行い、卒
業生の想いを現役メンバーへバトンをつなぐため、新しいステージへと向かうため花道を作って参ります。卒業生そ
れぞれが福岡JCに功績を残してくれたことに感謝し、これまで以上に親睦を深めその想いを受け継ぎ、次世代へと
残して行ける場作りを行います。そして近年、卒業生のご家族が参加されない現状がありますので、支えてこられた
ご家族や会社の仲間たちに事前に参加促進を行っていき、卒業生最後の「カッコイイ背中」を見ていただける設営
を行います。
　最後に、JCは常に新しい自分と出会える場で、自分を成長させるのは人しか有りません。シニアメンバーをはじめ、
様々な人と多くの場に足を運び、出会いと交流の機会に感謝し委員会メンバー全員の成長につなげて参ります。同じ
目標に向かい歩んで行く中で、足りない時はお互いがお互いを支え合い、駄目な所は駄目だと遠慮なく言え、どんな
ことが有ろうとも最後には全員が笑うような委員会を必ず作ります。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

京都会議16-19日

福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）
ノーサイドクラブ全国大会

釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

第3エリア合同例会
シニア総会

北九州JC定期交歓会

広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）
香港シティJC周年

国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

全国大会（札幌）24-27日

世界会議（横浜）3-7日

卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事 ◇オールメンバーの集いの企画・実施
〈目的〉福岡JCの67周年を、より多くのシニアメンバーと現役メンバーが集い、お祝いをすると共に交流を深める場を設営すること。
〈方法〉周年事業としてシニアメンバーとの出会いをより多く出来るよう、参加促進につながる情報収集、共有、発信する活動を行う。
◇卒業生を送る夕べの企画・実施
〈目的〉福岡JCを卒業される55年生の皆様を盛大にお祝いし労をねぎらい、現役メンバーへの想いをつなげる場を設営すること。
〈方法〉55年生の方 と々密に懇親を深め、全国大会(札幌)LOMナイトから一貫性をとおして運営し、思い出に残る送る夕

べを企画する。また、支えてこられたご家族や会社の仲間たちに事前に参加促進を行い、卒業生最後の「かっこ
いい背中」を見ていただく。

◇全国大会(札幌)LOMナイトの設営・実施
〈目的〉福岡JCを卒業される55年生の皆様をお祝いするとともに、メンバーの懇親を深め送る夕べに繫がる設営を実施する。
〈方法〉現地調査を事前に行い、多くのメンバーに来て頂けるように札幌でしか出来ないようなLOMナイトを設営する。
◇シニアクラブとの交流促進に関する事項
〈目的〉シニア総会を開催し、前年度の会計報告並びに本年度の活動内容をシニアメンバーにお伝えする。また還暦を迎

える昭和３５年生の先輩方を祝福すること。
〈方法〉シニア会長・シニア専務・シニア事務局長と調整を図り、昭和５４年生と連携をとって企画・設営を行う。
◇ノーサイドクラブの支援
〈目的〉シニアメンバーと現役メンバーが、ラグビーを通じて交流することにより親睦を深めて頂くサポートを行う。
〈方法〉会長・監督・キャプテンと調整を図り、大会・練習の運営補助を行う。
◇トリオ会議を含む国際の機会に関する事項
〈目的〉これまで育んできた下関・釜山青年会議所との友情を途切れることなく継承していく。
〈方法〉各々が地域社会のために率先して行動する機会を共有することで、互いの成長を促し高め合う相乗効果を生み出す。
◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉会員拡大においては、LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。仮入会

者への指導・研修においては、「気付きや学び」を動機付けとし、「利他の精神」で率先垂範できる仲間を育成する。
〈方法〉会員拡大を実施するにあたり、メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を

随時行う。委員会においては委員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。仮入会者の
研修においては、会員自ら仮入会者との接点をつくる努力をし、社会や仲間のために率先して行動する姿を示す
中で、JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝えていく。

委員会スローガン【出会いこそ成長】

 
□討議□協議□協議□協議（送る夕べ計画）

 
□討議□審議□協議□審議（オールメンバー報告）

□討議□審議□協議□審議（オールメンバー計画）

□討議□協議□協議□協議（オールメンバー計画）

 
九州地区大会（出水）

□討議□審議□協議□審議（送る夕べ計画）
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研 修 委 員 会

水 﨑　浩 二
新 谷　健 一
吉 田　　豊
藤 﨑　康 司
古 川　主 税
島　　雄 一
有 光　麻 美
占 部　泰 洋
河 野　康二郎
立 部　真 康
田 中　隆 志
千 種　祐 香
横 山　弘 之

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2020年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2019年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　JCは、明るい豊かな社会を実現するために、三信条（個人の修練、社会への奉仕、世界との友情）のもとJC運動を
展開しています。そのJC活動の中でわたしたちJayceeは、4つの機会（個人の機会、地域の機会、国際の機会、ビジネ
スの機会）を得ることができる一方で、いかに自己・仕事・家庭に「相乗効果」をもたらすことができるかを追求して
いかなければなりません。
　福岡JCは、まちづくり、ヒトづくりを掲げ、67年の歴史の中で福岡にさまざまな新しい価値を生み出してきました。
そのまちづくりの源泉であるヒトづくりにおいて、要ともいえる「研修委員会」は、福岡JCの最も重要なアイデンティ
ティとして代々受け継がれてきました。これからも福岡JCが、現代社会にとって、地域社会にとって魅力的な団体であ
り続けるためには、継承と革新を重ねる「センス」と、実績と言動に裏付けされた「説得力」を身に付けたリーダーを
早期育成することが最大のミッションだと考えます。
　本年度研修委員会は、仮入会者への指導・研修・オリエンテーションをとおして、まず「気付きや学び」を動機付
けとし「利他の精神」で率先垂範できる仲間を輩出します。そして、新入会者同期会事業「にゅーめん」では、新しく
テーマ設定を行い、「ところてん」から引き継いだ事業目的の「同期の絆」「LOMメンバーとの交流」「JCの仕組みの
理解」を達成するとともに、「感謝の心」を育む事業へと導きます。さらに、固定観念にとらわれない研修スキームの
再構築、数値目標や意識調査、国際年度らしいモジュールやJCI Vision/Misson/Creedの採用など、新しいことにも
果敢に挑戦する一年にしていきます。
　委員会運営・所務においては、「些細なことを大げさに、大きなことをスマートに」をモットーに、一つひとつの集
いや機会を有意義で楽しいものに変化させていきます。何事にも想像力を働かせ、少しの工夫、少しの手間、少しの
思いやりを委員会メンバー全員で実践していきます。「所務は99％準備」です。どのような機会においても、委員会
メンバーが「大変な日」ではなく、「輝く日」だということを念頭に、日頃から委員会メンバーを巻き込み、指導して参
ります。私たちの運動や活動が誰を幸せにしているのか、一人ひとりが自分なりの答えを見出せるJCマンを育成します。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

前期オリエンテーション①
京都会議16-19日

前期オリエンテーション③
にゅーめん事業：前年度後期

中期オリエンテーション①
福岡ブロック大会（ひびき）
下関JC周年（トリオ会議）

入会審査（前期）
釜山JC周年（トリオ会議）25-27日

前期オリエンテーション②
第3エリア合同例会（つくし）
シニア総会

入会審査（中期）
北九州JC定期交歓会

中期オリエンテーション②
広島JC定期交歓会
オールメンバーの集い
ASPAC（カンボジア）、香港シティJC周年
中期オリエンテーション③
にゅーめん事業：前期
国際アカデミー
サマコン（横浜）18-19日

後期オリエンテーション①
全国大会（札幌）24-27日

後期オリエンテーション③
にゅーめん事業：中期
世界会議（横浜）3-7日

入会審査（次年度前期）
卒業生を送る夕べ

委 員 長

副委員長

拡大・総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

◇仮入会者への指導・研修に関する事項T
〈目的〉「利他の精神」で率先垂範できるJAYCEEを育成し、福岡JCの発展に貢献し、FUKUOKAでリーダーシップを発揮で

きる人財を輩出する。
〈方法〉オリエンテーションでは、「気付きや学び」を動機付けとし、奉仕・修練・友情を経験させる。また、各会合のオブ

ザーブやメンバーとの交流をとおして、福岡JCの伝統や精神・魅力を伝える。
◇仮入会者へのオリエンテーションの企画・実施
〈目的〉JCI・JCの原理原則、福岡JCの伝統や精神・魅力を学び、正式入会後にポテンシャルを発揮できる基礎、謙虚に学

ぼうとする姿勢を身に付ける。
〈方法〉新たな経験・出会いをとおして「気づきや学び」に触れることで自らを素直に見つめ直し、ポジティブチェンジを

生み出すオリエンテーションを実施する。
◇新入会者同期会事業に関する事項
〈目的〉新入会者が「同期の絆」「LOMメンバーとの交流」「JCの仕組みの理解」を達成する。
〈方法〉新入会同期会事業「にゅーめん」の議案作成・事業構築の指導をとおして、3つの目的と三信条（修練・奉仕・友

情）を達成するとともに「感謝の心」を育む事業へと導く。
◇やすらぎ荘JCキャンプの企画・実施
〈目的〉社会福祉・ボランティア活動をとおして、ヒトとしての謙虚さ、利他の精神を学ぶ場とする。
〈方法〉新入会者3同期会を中心に、九州大学およびやすらぎ荘と連携を図り事業を実施する。
◇トリオ会議を含む国際の機会に関する事項
〈目的〉これまで育んできた下関・釜山JCとの友情を途切れることなく継承していく。
〈方法〉各々が地域社会のために率先して行動する機会を共有することで、互いの成長を促し高め合う相乗効果を生み出す。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMに新しい価値観をもたらし、LOMの発展に繋がるべく視点でその運動に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識を持ち、委員会内での情報発信・共有を随時行う。委員会においては委

員長のリーダーシップのもと、拡大・総括幹事がその推進役を担う。

委員会スローガン【新進気鋭】

□討議□審議（後期オリエンテーション事業計画）
□討議□審議（中期オリエンテーション事業報告）
□討議□討議□討議□討議（にゅーめん事業報告：前期）

□討議□審議（後期オリエンテーション事業報告）
□討議□審議□討議□討議（やすらぎ荘JCキャンプ事業報告）
□討議□討議□討議□討議（にゅーめん事業報告：中期）

 
□討議□協議（後期オリエンテーション事業計画）
□討議□審議□討議□討議
（やすらぎ荘JCキャンプ事業計画）

□討議□討議□討議□討議
（にゅーめん事業計画：前年度後期）

□討議□審議（中期オリエンテーション事業計画）
□討議□審議（前期オリエンテーション事業報告）
□討議□討議□討議□討議（にゅーめん事業報告：前年度後期）

□討議□審議（前期オリエンテーション事業計画）

□討議□協議（中期オリエンテーション事業計画）

□討議□討議□討議□討議
（にゅーめん事業計画：前期）

□討議□協議（前期オリエンテーション事業計画）

入会審査（後期）
九州地区大会（出水）

□討議□討議□討議□討議
（にゅーめん事業計画：中期）

後期オリエンテーション②
やすらぎ荘JCキャンプ



室 長
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総 務 室

前 川　裕 貴

●基本方針
　まちは発展都市として先進的な展開が進んでいる中、70年の節目に向かって新たな転換期
を迎えた福岡JCにおいて、これまで受け継いできた伝統を大切にするとともに、今の福岡JCだ
からこそできる活動を創造し、挑戦し続けることが重要であると考えます。そこで総務室では
LOMの屋台骨としての自覚を持ち、LOMメンバーが活動しやすい環境を創出します。
　まずは、福岡JCとしての想いや進むべき道の共有が必要です。ただ単に集まるだけではなく、
多くのメンバーが何かしらの目的をもったうえで集える場を提供していき、意味ある場所に価値
を感じていただきます。そして、各委員会から上程された議案については、コンプライアンス面
はもちろんのこと、より取り組みやすくするため自分事として向き合いLOMの発展を促進しま
す。
　これから、福岡JCもFUKUOKAも進化していくべく、青年だからこそできる自由な発想を制御
することなく大胆かつ明確にJC運動ができるよう取り組んでまいります。
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一般社団法人 福岡青年会議所
2020年度　室・委員会 所務分掌規程

■日本のタカラ室

■国際アカデミー特別委員会
□国際アカデミーの運営に関する事項
□国際アカデミーに関する開催地プログラムの企画・実施
□国際アカデミーに関する特別モジュールの企画・実施
□国際アカデミーに関する食文化体験プログラムの企画・実施（福岡ブロック共催事業）
□国際アカデミーのキャラバンに関する事項
□公開例会の企画・実施（10月）
□会員拡大・研修に関する事項

□国際アカデミーのキャラバンに関する事項
　（エリアC）

■未来のカタチ室
□国際アカデミーのキャラバンに関する事項
　（エリアA）

■コドモの未来創造室
□国際アカデミーのキャラバンに関する事項
　（エリアＤ）

■日本人ブランド発信委員会
□日本人の魅力に関する調査・研究及びその発信に関する国際アカデミー開催地プログラムの企画・実施
□世界から見た日本人の魅力に関する調査・研究及びその発信に関する事業の企画・実施
□趣味の会の関する事項
　◇茶道同好会の支援
□会員拡大・研修に関する事項

■FUKUOKAビジネス発信委員会
□国際アカデミーに関するエクスカーションの企画・実施
□インバウンドを通じたＦＵＫＵＯＫＡの可能性の立案に関する事業の企画・実施
□公開例会の企画・実施（4月）
□会員拡大・研修に関する事項

■子育て環境創造委員会
□国際アカデミーに関するホームステイの運営
□国際アカデミーに関するフェアウェルパーティーの企画・実施
□日本と世界の子育て環境に関する調査・研究及びその発信に関する事業の企画・実施  
□会員拡大・研修に関する事項

■こども環境創造委員会
□国際アカデミーに関するウェルカムパーティー（国外）の企画・実施
□こどもたちに自分の未来を考えるきっかけを与える事業の企画・実施
□会員拡大・研修に関する事項

■JCIミッション・ビジョン推進委員会
□国際アカデミーに関するウェルカムパーティー（国内外）の企画・実施
□ヤングJAYCEE第二期生の募集と育成に関する事業の企画・実施
□会員拡大・研修に関する事項

■キッズアカデミー委員会
□国際アカデミーに関する学校訪問プログラムの企画・実施
□キッズJAYCEE第二期生の募集と育成に関する事業の企画・実施
□会員拡大・研修に関する事項

■地域連携室
□国際アカデミーのキャラバンに関する事項
　（エリアB）

■広報戦略委員会
□オリンピック・パラリンピックに関する事業の企画・実施   
□公開例会の企画・実施（8月）   
□LOM運動の広報手法を調査・研究し、効果的な情報発信の実施   
   ◇LOMホームページの企画・管理・運営   
   ◇LOM紹介映像の制作   
   ◇LOM活動における写真・動画等の記録・管理   
   ◇SNSを利用した各種行事・プレスリリースに関する情報発信   
   ◇趣味の会に関する事項の発信   
□LOM活動の効果的な対外情報発信（ブランディング）に関する管理・統括   
   ◇外部団体からの取材などに関する対応   
   ◇youtube等の動画共有サイトを利用した情報発信の管理・運営（公式チャンネル開設）   
□趣味の会に関する事項　    
   ◇迷球会・FJCポンズクラブの支援   
□福岡ブロック大会（ひびき）・九州地区大会（出水）
　ASPAC（カンボジア／アンコールワット）への参加促進   
□会員拡大・研修に関する事項   

■広域開発委員会
□地域問題の調査研究及び地域との連携強化推進となる事業の企画・実施
□広島JCとの交流に関する事項
□北九州JCとの交流に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項
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事務局長・常務理事・セクレタリー 所務分掌

常務理事 □理事長の同行及び所務の補佐
□専務理事、事務局長のサポート
□理事長のスケジュール管理、調整に関する事項
□京都会議への参加促進、LOMナイトの設営・実施
□国際アカデミーに関する理事長招待レセプションパーティーの設営
□その他

事務局長 □外部団体出向、後援依頼の調査、確認に関する事項
□会員名簿、名刺、ネームプレートの作成に関する事項
□事務局の運営
□常務理事・セクレタリーの統括
□国際アカデミーに関するブロックへの支援依頼・管理
　(食文化体験プログラム、エクスカーション、ホームステイ）
□国際アカデミーに関する理事長招待レセプションパーティーの設営
□災害発生時の支援取りまとめに関する事項
□その他

セクレタリー □理事長の同行及び所務の補佐
□京都会議への参加促進、LOMナイトの設営・実施
□国際アカデミー理事長招待レセプションパーティーの設営
□その他

■LOM発展推進室
□香港シティJCに関する事項
□国際アカデミーのキャラバンに関する
　補助・支援

■拡大推進委員会
□会員拡大の推進
□拡大パンフレット作成に関する事項
□趣味の会に関する事項
　◇じゃがいもクラブの設営・運営
　◇ぼうふら会の設営・運営
□香港シティJCに関する事項を含む国際の機会に関する事項
□研修に関する事項

■メンバーシップ推進委員会
□国際アカデミー実行委員長・役員出向者の国内支援に関する事項
□サマーコンファレンス・世界会議（横浜）に関する出向者の支援及びLOMナイトの設営・実施
□JCIトレーニング受講に関する事項
□入会1周年のお祝いに関する事項（3月・6月・10月）
□香港シティJCに関する事項を含む国際の機会に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項

■親睦委員会
□オールメンバーの集いの企画・実施
□卒業生を送る夕べの企画・実施
□全国大会（札幌）LOMナイトの設営・実施
□シニアクラブとの交流促進に関する事項
□趣味の会の関する事項
　◇ノーサイドクラブの支援
□トリオ会議を含む国際の機会に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項

■例会委員会
□国際アカデミーに関する理事長招待レセプションパーティーの企画・実施
□新春例会の企画・実施（1月）
□福岡ブロック第3エリア合同例会の企画・実施（2月）
□例会の企画・実施（3月・7月・11月）
□短縮例会の企画・実施（6月・9月・12月）
□ファミリーレクリエーション例会の企画・実施（5月）
□サウスサイゴンJCに関する事項含む国際の機会に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項

■研修委員会
□仮入会者への指導・研修に関する事項
□仮入会者へのオリエンテーションの企画・実施
□やすらぎ荘JCキャンプの企画・実施
□新入会者同期会事業に関する事項
□トリオ会議を含む国際の機会に関する事項
□会員拡大に関する事項

■総務財政委員会
□総会、理事会、常任理事会の設営・運営
□各委員会の議案上程スケジュールの管理
□各委員会議事録、事業報告書の管理・保持
□委員会事業に関する予算、決算、コンプライアンスの事前審査
□会員規律、入会に関する事項
□会員褒賞の企画・実施
□議案構築・財政規則に関するセミナーの企画・実施
□褒賞申請の作成（JCI・日本・地区・ブロック）
□サウスサイゴンJCに関する事項含む国際の機会に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項

■ヒト継承室
□トリオ会議に関する事項
□国際アカデミーのキャラバンに関する
　補助・支援

■総務室
□サウスサイゴンJCに関する事項
□国際アカデミーのキャラバンに関する
　補助・支援
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福岡青年会議所　歴代理事長

第 1期

第 2期

第 3期

第 4期

第 5期

第 6期

第 7期

第 8期

第 9期

第 10期

第 11期

第 12期

第 13期

第 14期

第 15期

第 16期

第 17期

第 18期

第 19期

第 20期

第 21期

第 22期

第 23期

第 24期

第 25期

第 26期

第 27期

第 28期

第 29期

第 30期

第 31期

第 32期

第 33期

第 34期

第 35期

(　　　　)

(　　　　)

(　　　　)

(　　　　)

（1957 年）

（1958 年）

（1959 年）

（1960 年）

（1961 年）

（1962 年）

（1963 年）

（1964 年）

（1965 年）

（1966 年）

（1967 年）

（1968 年）

（1969 年）

（1970 年）

（1971 年）

(1972 年）

（1973 年）

（1974 年）

（1975 年）

（1976 年）

（1977 年）

（1978 年）

（1979 年）

（1980 年）

（1981 年）

（1982 年）

（1983 年）

（1984 年）

（1985 年）

（1986 年）

（1987 年）

橋上　保久

橋上　保久

具島　正二

具島　正二

伊藤　剛平

高松　光彦

武内　徳夫

野上　恭敬

坂本　行雄

高松　邦彦

喜多村辰男

四島　　司

大賀　太郎

麻生　純三

久野　桂一

中島　邦補

栗栖健一郎

田中丸善司

後藤　隆雄

洞　　　尚

江口昭八郎

金子　宜嗣

近江　福雄

古賀　秀策

加地　良一

富永　恒二

榎本　一彦

冬至　洋一

新川　宏輔

青柳　泰秀

熊谷　信治

福永　周兵

榎本　正弘

中牟田健一

中村　量一

1954年 6月

2月～6月

1953 年 7月～

1953 年

1955年 6月
1954 年 7月～

1956 年 12月
1955 年 7月～

第 36 期

第 37期

第 38期

第 39期

第 40期

第 41期

第 42期

第 43期

第 44期

第 45期

第 46期

第 47期

第 48期

第 49期

第 50期

第 51期

第 52期

第 53期

第 54期

第 55期

第 56期

第 57期

第 58期

第 59期

第 60期

第 61期

第 62期

第 63期

第 64期

第 65期

第 66期

第 67期

（1988 年）

（1989 年）

（1990 年）

（1991 年）

（1992 年）

（1993 年）

（1994 年）

（1995 年）

（1996 年）

（1997 年）

（1998 年）

（1999 年）

（2000 年）

（2001 年）

（2002 年）

（2003 年）

（2004 年）

（2005 年）

（2006 年）

（2007 年）

（2008 年）

（2009 年）

（2010 年）

（2011 年）

（2012 年）

（2013 年）

（2014 年）

（2015 年）

（2016 年）

（2017 年）

（2018 年）

（2019 年）

財津　重美

石坂　博史

真鍋　博俊

小林　専司

樺島　逸兵

菅原　正道

河邉　哲司

安川　哲史

松山　政司

吉松　　修

田中　彰洋

新町　敦志

藤野　利浩

井上　貴博

岩本　　仁

廣田　　稔

井上　博行

宮﨑　鐘子

小池　勝利

富永　太郎

新開　裕司

大村　　光

大山　哲寿

長沼　慶也

末松　大和

田川　幸平

森山　新樹

中田　泰平

藤　　眞臣

鈴木　大輔

田島　敬悟

岩木　勇人
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2
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4
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6

7
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9
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11
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14
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16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

団体名

福岡県青少年問題協議会

福岡市次世代育成支援推進協議会

アジア太平洋こども会議・イン福岡支援の会

アジア太平洋こども会議・イン福岡実行委員会

N P Oアジア太平洋こども会議 ・イン福岡

アジアフォーカス・福岡国際映画祭実行委員会

福岡地域留学生交流推進協議会

福岡・US オークランド姉妹都市委員会

福岡・広州姉妹都市委員会

福岡・ボルドー姉妹都市委員会

福岡・ＮＺ オークランド姉妹都市委員会

北方領土返還促進福岡県民協議会

アビスパ福岡後援会

ときめきフェスタ実行委員会

福岡県高齢者能力活用センター

福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議

九州市民大学

福岡市民の祭振興会

福岡県環境県民会議

地球温暖化防止市民協議会

福北交流ホームページ実行委員会

弁護士任官適格者推薦委員会

福岡フィルムコミッション

福岡市交通安全推進協議会

福岡市自動車交通公害防止計画推進協議員会

犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部　

FUKUOKAみらいフェスタ

BCIO (Bridge　Club　International　Oｒganization)

那珂川水上交通連絡協議会

福岡 ・アジア国際戦略特区推進会議

福岡城 ・ 鴻臚館の将来を市民と考える実行委員会

地域司法連絡協議会

FUKUOKA Christmas Market 実行委員会

福岡マラソン実行委員会

福岡よる旅プロジェクト実行委員会

アビスパグローバルアソシエイツ(AGA)

一般社団法人　九州インターンシップ推進協議会

社会福祉法人　野の花学園

福岡トライアスロン大会

グローバルコミュニティFUKUOKA 推進プラットフォーム

第19回 FINA世界水泳選手権 2021福岡大会組織委員会

第19回 FINA世界水泳選手権 2021福岡大会実行委員会

福岡ソフトバンクホークス優勝祝賀パレード実行委員会

出向外部団体一覧
 （ 2019年12月 現在 ）   
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	P25_こども環境創造委員会
	P26_地域連携室
	P27_広報戦略委員会
	P28_広域開発委員会
	P29_LOM発展推進室
	P30_メンバーシップ推進委員会
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